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農水省の優良事例に：いすみ自然エネルギー株式会社
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いすみ自然エネルギー（株）のソーラーシェアリング事業：
農水省 優良事例４つの内、１つに選定された（2018年5月15日当時）

農水省の

ホームページ
営農型発電設備の
設置に係る
農地転用等の
取扱いについて
（平成30年5月15日）の
(資料2)営農型太陽光
発電の優良事例に
4つの優良事例の内、
その一つに選ばれた。
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いすみ自然エネルギー（株）のソーラーシェアリング事業：
農水省 優良事例４つの内、１つに選定された

農水省の

ホームページ
営農型発電設備の
設置に係る
農地転用等の
取扱いについて
（平成30年5月15日）の
(資料2)営農型太陽光
発電の優良事例に
4つの優良事例の内、
その一つに選ばれた。



Summary山本精一の自己紹介
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【営農ソーラー関連の各種役職を兼務している状況】
＊営農型太陽光発電に関わるようになった原点
ブルーベリー畑での営農ソーラー事業会社：いすみ自然エネルギー株式会社（表紙写真）

1) 農水省の再エネ相談窓口業務（営農型太陽光発電）：
・一般社団法人全国ご当地エネルギー協会にて、
農水省から同団体が受託する「再生可能エネルギー相談窓口業務」にて、
営農型太陽光発電に関する相談を担当している。
（年間100件程度の相談、同業務を担当して8年目なので、数百件の相談に応じた）

2) NPO法人環境エネルギー政策研究所 特任研究員
・ 一般社団法人全国ご当地エネルギー協会の姉妹団体

3) 株式会社グリーンライフ・ラボ 代表取締役
・営農ソーラー事業等のコンサルティング事業

4) 一般社団法人スマートアグリ推進機構 理事長
・営農ソーラーに適する農作物の栽培ノウハウの提供等
・顧問：近畿大学生物理工学部生物理工科教授鈴木高広（サツマイモの多段式水耕栽培）

5) 営農ソーラー事業会社：
・いすみ自然エネルギー株式会社 取締役
・野辺山営農ソーラー株式会社 取締役
・その他、複数社の営農ソーラー事業体の取締役 を兼務



Summary営農ソーラーの最近の傾向
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1) 野立て太陽光発電から、営農型太陽光発電への流れ

2) 一般事業会社（大手も多い）の参入意欲が強い

3) 個人農家のハードル・参入障壁の高さ

4) 地球温暖化の進展と高温障害対策
・農作物の品種改良を待つか、営農ソーラーで即効的な対策を行うか。
・農作物を守るだけでなく、熱中症から農家を守る。

5) 温暖化対策に加えて、脱炭素化も図れる。

6) 農地にお金を入れる究極の農地荒廃化防止策となる。

7) ガラパゴス化しつつある藤棚型からの脱却
→ペロブスカイト太陽光の積極的な活用と用途開発
→営農型太陽光の農業施設化

最近の営農ソーラーの傾向として、下記のような事項が挙げられます。



Summary気候変動（脱炭素圧力）と農業の接点
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環境面の課題 農業面の課題

高齢化

地球温暖
化

耕作放棄地
の増加

営農ソーラー
事業

農地にお金を
入れる有力な
手法

環境✖農業
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現代流『エネルギー兼業農家』のすすめ

【江戸時代】

農家はエネルギー供給も担っていた

【現代】

農業

＋

太陽光
発電

エネルギー
兼業農家

ソーラー
シェアリング

今は送電線（電柱）につなぐだけで、
エネルギー供給が可能に！



＊大和川酒造店（1790年創業）９代目当主
佐藤 彌右衛門（会津電力社長、大和川酒造店の会長）
氏の弁

＊「江戸時代、農家は百の仕事をしてきた。
現代、エネルギーを創ることを仕事にしても
良いではないか。」（彌右衛門さん語る）
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現代の農家はどうあるべきか？：百姓への回帰



Summary営農ソーラーの事業化プロセスと各種手続き
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農地の
確保

系統連
系の確
保

農作物の選
定と農業体
制の確立

事業許可の
取得

（農地法一
時転用）

発電所
建設

連系費用
の確認

発電所設
計

事業採算
シミュレ
ーション

資金調達

各種農業
計画の立
案

農業体制
の確保

耕作する
農作物の
選定

農作物の
栽培開始

一時転用
申請取得

発電側

農業側

発電所建
設

農業
開始

発電系の
許可取得

営農ソーラー事業の事業化プロセスと必要となる各種手続きは、下記の通りです。

事業モ
デルを
決める



Summary事業モデル（全量売電と自家消費）
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営農ソーラー事業の事業モデルに関しては、下記の通りです。

営農ソーラー
事業モデル

全量売電
モデル

自家消費
モデル

FIT利用
モデル

FIP利用
モデル

PPA利用
モデル

オンサイト
モデル

オフサイト
モデル

需要家との
売電契約

余剰分は売電

（一般的には、
補助金利用）



太陽光発電

農業

＋

固定価格買取制度に基づく
『事業認定』の権利取得

農水省の通知（規定）に基づく
『一時転用許可』の取得
・手続き：各地の農業委員会

経済産業省

農林水産省

２つの異なる目的の仕組みが合体された規定になっており、
事業者にとっては、負荷が大きい。

では、なぜ事業を行うのか？
農地の２階層活用

農家がエネルギー供給者

ソーラーシェアリング（営農型太陽光発電）を制度的に見ると

10

エネルギー
（電気事業）

農業



ソーラーシェアリング（営農型太陽光発電）のどこが規制緩和されたのか？

太陽光発電

農業

＋

経産省

農水省

ソーラーシェアリングの条件：一時転用3年 ⇒ 一部10年へ
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一時転用の許可のための「３つの条件」
（１）収量を８０％確保する。
（２）著しい品質の劣化がないこと。
（３）撤去可能な簡易な構造。

架台の構造強化等で、規制は強化される方向へ

一時転用
３年

担い手 荒廃農地 第二種・
三種農地

一部、

一時転用
１０年

（１）効率的かつ安定的な農業経営
（２）農業経営基盤強化促進法による認定農業者
（３）同法による認定新規就農者
（４）将来法人化して認定農業者になることが見込まれる集落営農

【従来】

【規制緩和】

（2018.5.15から）



・一日の内で、太陽は東から西に動くため、農作物に当たる光の向きが変わるため、
空中に発電パネルが設置されていても、農作物にはほぼ万遍なく太陽の光が
当たります。
・温暖化の影響で、既存の農作物には太陽光が強過ぎる状態になりつつあります。
（各農産物が有する光飽和点、必要される以上の太陽光を利用するという
考え方から考案された仕組みです。）

ソーラーシェアリングの仕組み：遮光率３３％程度
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太陽光パネルを
遮光率：
33％程度で設置

ほぼどん
な作物で
も栽培可

（茶畑空中：遮光率50％の事例）



ソーラーシェアリングの原理
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【ソーラーシェアリング】 では、
太陽光を農業と発電で分かち合う論理的な根拠として、
『光飽和点』の仕組みを背景にした設計思想になっています。

長島彬氏の「ソーラーシェアリングの

すすめ」資料より

光補償点：呼吸と光合成が釣り合う光の強さのこと。
見かけ上二酸化炭素の出入りはなくなりますが、
有機物がたまっていかない。

光飽和点とは、植物の光合成において、光の強度が上がると
光合成速度が速くなるが、ある強度以上では飽和状態に達し、
それ以上速くはならない。その光の強度のこと。

実際の
光強度

ソーラーシェアリングでは、この余剰分
の光を使う。
（一般的な作物では、必要な光量の3割増し
以上の光強度があり、農地の空中を1/3遮光
しても農作物の生育には影響を与えないもの
と考えられる。）

＊地球温暖化の影響で、一般的には、晴
天率が上がり、太陽の光量が増えている。
（ただし、一部地域によっては晴天率が下がって
いるという調査箇所もあり、全てに当てはまるとは
限らない。）



農作物の分類分け
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農作物 用途 分類 品種

普通作物 食用作物 水稲、麦類、トウモロコシ、豆類等

飼料作物 家畜の飼料 牧草、ソルゴー等

緑肥作物 肥料にする作物 レンゲ、マリーゴールド、ウマゴヤシ等

園芸作物

野菜

葉菜類 キャベツ、アスパラガス

果菜類 ナス、キュウリ

根菜類 ダイコン、ニンジン

果樹
常緑果樹 ミカン、柑橘類

落葉果樹 モモ、ブドウ等

工芸作物 9種類に分かれる 繊維用、油用、糖用、澱粉類、嗜好用、ゴム用、香辛用、
染料用、薬用



農作物の栽培に必要な光環境とソーラーシェアリングとの相性（目安）
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光適応性
ソーラーシェアリン

グの遮光率
光飽和点 農作物の種類

陽性植物／強い光が必要
20％程度（行わない方
が安全）

60KLX～以上
チンゲンサイ（85）、スイカ（80）、コ
マツナ（80）、トマト（70）、オクラ、ト
ウモロコシ（85）、サトウキビ（85）

陽性植物／
比較的強い光が必要

33％程度 60～40KLX

キュウリ（50）、カボチャ（45）、メロ
ン（55）、ショウガ、サトイモ、カブ
（55）、アスパラガス（50）、ダイコン、
ニンジン、ゴボウ、ブドウ（デラウ
エア48）、イネ（45）

半陰性植物／
比較的弱い光で育つ

40％前後 40～25KLX

ソラマメ、エンドウ（40）、ハクサイ
（40）、キャベツ（40）、ナス（40）、
ユリ、サラダナ、シュンギク、ブドウ
（巨峰：40）、モモ（白鳳：40）、ピー
マン（35）、サツマイモ（30）、ネギ
（25）、インゲン（25）、ダイズ（25）、
ホウレンソウ（25）、レタス（25）

半陰性植物／
弱い光線を好む

50％前後 25～20KLX
イチゴ（20）、セリ、ミツバ（20）、ワ
ラビ、フキ(20)、パセリ、アサツキ、
ニラ、ミント、バジル、ショウガ

陰性植物／
暗所で育つ

70～80％程度 20KLX～以下
マッシュルーム、ウド、ミョウガ
（15）、モヤシ、シクラメン（15）、シ
ンビジウム（10）



Summary日本の農業の課題
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1) 農家の高齢化／急速な農業人口の減少

2) 有機栽培への対応の遅れ／対欧米、対アジア他

3) 地球温暖化対応／高温障害

4) 農作物はグローバルな競争環境に置かれているとの認識が農家側にない点

5) 人口減少による国内需要の長期低落予測

6) 流通側の農産物買いたたき

7) 農業売上（収益）が上がらないことからくる農業後継者不足
／儲かる農業体制を創ることが急務

現在、日本の農業において、想定される課題としては、
下記のような事項が挙げられます。



Summary営農ソーラー事業が注目されている背景
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1) 野立て太陽光発電の適地が減る中で、
ポテンシャルが大きな営農ソーラー事業が着目されたこと。

2) 各種事情により、開発コストが増大する野立て太陽光発電より、
日照条件が良好で、土木整備費用が掛からない農地に着目されたこと。

3) 地球温暖化に伴う高温障害対策として、その効果が期待できること。

4) 脱炭素化が進展する社会情勢中で、できるだけ多くの再エネ開発を行う
必要性が出てきていること。

5) 大手企業が同事業分野に進出する報道がなされていること。

営農ソーラー事業が注目されている背景としては、下記のような事項が挙げられます。



Summary営農ソーラー市場の概況ポイント

１．野立て消去法で、潜在的に眠っている超大型（特高）の営農ソーラー事業へ
・市場規模の大きな商品性の高い農産物生産が必要
・超大型（特高）案件の実現へ

２．農水省の一面的には規制強化の動き
・農地６法の改正（今通常国会にて）
・今後、おサボり営農ソーラーの許可は確実に取り難くなると

見込まれている：（農業）「収支計画」の義務付け

３．事業開発における発想の転換：農業先行型から送電枠着目へ
・従来は、農地や農業側から発想し、営農ソーラー事業化へのアプローチであった
・効率の良い事業開発を行うのであれば、送電枠から発想し、後から最適な農業を考えるような
発想の転換が必要

４．事業会社の脱炭素化の遅れに対する危機感からのアプローチ
・自ら営農ソーラー事業分野には進出できない会社が大多数。
・農業分野との距離感、ただ潜在的なポテンシャルは感じている。

５．農家から専門事業者へ：発電事業者系、農業生産法人系のフェーズへ
・個人農家の参入ハードルが年毎に上がっている。
・専門事業者や食品関連企業等の参入事業者が増えている状況。

18



Summary営農ソーラー事業許可取得時に必要な申請事項
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1) 一時転用許可取得（農地法第3条〜5条）のための申請書
①農業計画
②収支計画
③知見書（農水省別紙4形式）と意見書（根拠となる論文）の添付
・農業有識者の知見コメント
・既に同じ農作物で営農型太陽光発電を行っている農家の知見コメント

2) 認定農業者の有資格による申請
・一時転用期間：10年
・農業設備に関する有利な融資制度の利用条件：スーパーL資金

（日本政策金融公庫）
・地域要件の条件なし（野立て太陽光扱いにはしない）

営農ソーラー事業許可取得時に必要な申請事項は、下記の通りとなります。



Summary営農ソーラー事業で勝ち組となるための５つのポイント

１．発電でも儲け、農業でも儲ける
・高い付加価値の農業形態が必要
・農作物と営農ソーラーとの相性が良好な作物選定／陰性作物重視では今後の事業展開は難しい
・農作物をよく知ることで、自ずと「道は拓ける」

２．高付加価値な農業、または効率的な農業形態に特化
・農業収益の極大化
・農業生産性の向上 ／ 販売額（利益率）の高くない農産物をいくら生産しても利益は増えない

３．日本の農業戦略に合致した作物選定、それをどうやって実現するか？
・国内市場向けではなく、海外市場向けに的を絞った生産、販売戦略
・有機・無農薬抹茶の生産・販売（6次産業化）で、グローバル展開中（30数か国へ輸出中）

４．販売ルート開拓と6次産業化、地域振興・ヒトの確保
・地元経済への波及効果
・世界市場への販売

５．農業分野における生産性の向上や最新技術の導入
・他分野の知見を導入し（従来は交流のなさ）、ヒト・モノ・カネを呼び込む必要性
・AI活用やスマート農業化へ

20

営農ソーラー事業で勝ち組となるための５つのポイントは、下記の通りです。



ソーラーシェアリングは農業にとって、
本当に悪いことばかりなのか？、
良い点はないのか？

・農作物も熱中症にならないのか？
・稲の白未熟粒問題／高温障害、 2010年、

2012年、2019年

21

ソーラーシェアリングの特性を考える

農作物の高温障害に対抗
できる即効性のある対応
策としての役割

新たな役割として
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・世界では、藤棚型の営農ソーラー架台だけでなく、様々なタイプの架台や発電様式が
開発されている。

新たな営農ソーラーの潮流
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・

既存の太陽光パネル設置方法と垂直設置時の採光方法の違い



①お財布
②環境
③農業
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ソーラーシェアリング、何が良いのか？

お財布に
やさしい
＝

売電収入

環境に
やさしい
＝

CO2削減効果

農業に
やさしい
＝

熱中症予防

地球温暖化時代に対応でき
る持続可能な農業の実現
・ある種のスマート農業化

にやさしい３つの「やさしい」



ソーラーシェアリングのCO2削減効果は3段階：発電、農作物のCO2吸収、土壌のCO2吸収
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地球にやさしい：３段階の二酸化炭素削減効果

ソーラーシェアリングによる
CO2削減効果

年間：34,721KgのCO2削減

農作物によるCO2吸収
CO2吸収量：

0.28Kg/㎡×1,000㎡＝280Kg/年

土壌のCO2吸収と固定化
土中炭素：118Kg/年

・約30軒分の電気をまかなう。
・2,480本分の杉（50年生）のCO2吸収量と
同様の働き
・ドラム缶：125本分の石油を削減したことに。

発電

農作物

土壌
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(1) 農業者にやさしい

(2) 農作物にやさしい
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農業にやさしい：地球温暖化対応型の農業

人間は酷暑時に熱中症になるが、
農作物も熱中症になるのではないか？

(1) 農業者にやさしい
・ソーラーシェアリング下での農業は、直射日光を浴びる量が減るので、
農業者は農作業が楽になったとの感想が多い。
・ソーラーシェアリング下の農地では、水遣りの回数が減るので、
農作業が楽になる。

(2) 農作物にやさしい
・稲作：白未熟米（高温障害時に発生）対策には役立つ／例：今年の埼玉

農業も地球温暖化に対応する
必要があるのではないか？

仮説
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＜農水省ホームページより＞

【参考情報】

【参考情報】
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＜農水省ホームページより＞
【参考情報】
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ADRRN (Asian Disaster Reduction & 
Response Network)と連携して東南ア

ジア・南アジアにソーラーシェアリング
を展開予定

１：貧困撲滅
２：飢餓ゼロ
７：クリーン
エネルギー

８：働きがい＆
経済成長

11：持続可能な
まちづくりを

13：気候変動対策
15：陸の豊かさ
保全

16：平和と公正

という
８つの目標達成

ソーラーシェアリングの途上国への展開
 ソーラーシェアリングは、SDGs17目標の内、8つの目標を達成できる
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貧困をなくそう

飢餓をゼロに

エネルギーを
みんなに
そしてクリーンに

働きがいも
経済成長も

住み続けられ
るまちづくりを

気候変動に
具体的な対策を

陸の豊かさも
守ろう

平和と公正を
すべての人に

東南アジア

ソーラーシェア
リングによる
水汲み
ポンプ

アフリカ

ソーラーシェア
リングによる
マイクログリッ

ド

ソーラーシェアリングを使った事業支援事例
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ご清聴、誠にありがとうございました。

皆さんの力で、
ソーラーシェアリングを拡大させましょう！

【お問合せ先】 ／ 農水省 再エネ相談窓口
（ソーラーシェアリング担当）

一般社団法人 全国ご当地エネルギー協会
事業アドバイザー 山本 精一
Mobile：090-2721-8712
Mail：yamamoto@communitypower.jp

ご連絡先


